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春夏秋
冬 を泳

ご う !

千
住温
水
プール
ス
イミー

5 月 1 日オー プン

「
千
住
温
水
フ
ー
ル

ース
ィ
ミ
ー
」
が
5
月
1
日
が

ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。区
内
で
は
「
う
き
う
き
館
」「
す
い

す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
」に
続
い
て
3
つ
目
の
温
水
フ
ー
ル
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
泳
げ
ま
す
。
北
干
住
駅
か
ら
歩
い
て
5

分
と
交
通
も
便
利
。
夜
間
8
時
3
0分
ま
で
ご
利
用
で

き
ま
す
の
で
勤
め
帰
り
に
も
十
分
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
形
の
公
共
施
設

「
千
庄
温
水
プ
ー
ル

ース
イ
ミ

ー
」
は
、
区
内
で
最
初
の
統
合
新

校
1

千
寿
本
町
小
学
校
の
地
下
1

階
に
あ
り
ま
す
。
小
学
校
の
プ

ー
ル
の
機
能
と
区
民
向
け
温
水
プ

ー
ル
の
機
能
を
合
わ
せ
も
っ
た
新

し
い
形
の
公
共
施
設
で
す
。

水
の
中
で
の
瀑
勳
は
、
健
康
の

維
持
・
増
進
に
と
て
も
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
泳
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高

齢
者
の
方
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る

手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

区
で
は
、「
暮
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ

を
」
を
合
言
葉
に
、い
ろ
い
ろ
な
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
施
股
の
建
般
に
取
り
組
ん
で

糞
稾
し
た
。

こ
の
「
千
住
温
水
プ
ー
ル
ー
ス
イ
ミ

ー
」
の
利
用
は
、
小
学
校
が
授
業
で
利

用
す
る
期
間
を
除
い
て
、
土
曜
・
日
曜

・
祝
日
と
午
後
・
夜
間
は
す
べ
て
区
民

向
け
プ
ー
ル
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
体
育
管
理
係

魯
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

左
へ
下
り
る
階
段
が
入
口

案 内 図

4 月29・30日 無料開放します
オープン記念として4 月29日と30
日の2 日間を無料開放し ます。

利用時間
冫29日…午後1時～5時

>30日…午前9時～午浚5時
※ 定 員オーバーの時は。入場制限
する場合があり ます。ご了承くだ
さい。

利用あんない

※ 水泳帽を必ず持参し てく ださい。
※ 駐車場かあり ませんので、車での来場はご 遠慮く ださい。また、駐 輪珊 の
スペースも狭いため、自 転車での来場もご譱癨< ださい。

〈注 意〉
6月15日～9月14日の期間は小学校で便用するため、午前中
および 午後の一部は使用できません( 下表参照) 。
ただし、8月1日～8月19日および土・日曜日は全日利用
でき ます。

◎ 次の時間は利 用でき ません

葦
立
ち

四
月
、
新
し
い
年
度
の
は
じ
ま

り
で
す
。

経
済
不
況
も
2
年
目
に
入
り
、

か
す
か
に
上
向
き
の
気
配
は
あ
る

も
の
の
、
安
心
は
で
膏
稾
せ
ん
。

今
回
の
不
況
は
、
不
況
知
ら
ず
と

言
わ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
界
等

も
含
ん
だ
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
尽
か
で
お
り
、
か
つ
て
な
い
対

応
を
迫
ら
れ
て
お
ひ
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
2
月
に
中
小
企

業
支
援
対
策
会
議
を
設
置
し
。こ

の
た
び
、
第
二
次
緊
急
対
策
融
資

を
始
め
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
の

執
行
が
、
区
民
生
活
の
安
定
と
企

業
の
活
力
上
昇
に
少
し
で
も
役
立

つ
こ
と
秬
願
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、こ
の
不
況
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
見
直
し
、
自

分
の
身
の
寥
む
り
に
目
を
向
け
は

じ
め
た
方
も
多
い
よ
う
で
す
。「区

民
の
声
」
の
は
が
き
や
区
政
モ
ニ

タ
ー
へ
応
募
な
さ
る
方
が
例
年
に

な
く
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し
た

い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
多
い
と

聞
き
ま
す
。
行
政
に
あ
れ
も
こ
れ

も
の
要
求
だ
け
で
な
く
、
共
に
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

区
民
の
皆
様
の
熱
意
や
意
欲
を
強

く
感
じ
ご
っ
れ
し
く
思
い
ま
す
。

時
ま
さ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

!一

一
一
e

一

ク
。
家
族
7
通
ぐ
で
安
く
が
今
年

の
流
行
と
の
こ
と
。
地
図
を
片
手

に
足
立
6
0景
の
探
索
な
ど
い
か
が

で
し
ょ
う
。
地
域
を
再
発
見
す
る

よ
い
機
会
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

区長

古性直

● 毎月1 日( EXP) ・5 日・15日・25日発行
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新 生
あ
だ
ち
区
民
大
学
を

紹
介
し
ま
す

新
た
に
構
成
さ
れ
た
各
コ
ー
ス
で

は
、
①
学
び
を
段
階
的
に
深
め
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
(
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
化
)

②
学
習
者
の
グ
ル
ー

プ
組
織
化

③
放
送

大
学
を
は
じ
め
様
々

な
部
局
・
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

④
指
導
者
養
成
・
研

修
や
、
地
域
社
会
の

課
題
な
ど
を
取
り
上

げ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、「
自

由
で
柔
軟

」
と
い
う

公
社
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し

て
多
分
野
・
多
目
的
・
多
領
域
に
及
ぶ

講
座
を
展
開
し
ま
す
。

区
民
大
学
各
コ
ー
ス
の
あ
ら
ま
し

知
的
冒
険
セ
ミ
ナ
ー

様
々
な
学
問
領
域
か
ら
、
K
民
の
皆

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
的
な

テ
ー
マ
を
取
叺
上
げ
、比
較
的
高
度
で
専

門
的
な
「
学
び
し
を
知
的
目
険
し
ま

す
。ま

た
、
学
習
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て

「
学
び
あ
い
活
動

」の
継
続
化
を
図
る

な
ど
、
心
を
楽
し
く
、
豊
か
に
す
る
よ

う
な
「
学
び
」
の
機
会
も
提
供
し
ま
す

(年
間
4
講
座
を
予
定
)
。

学
び
あ
い
推
進
セ
ミ
ナ
ー

学
習
者
の
皆
さ
ん
の
企
画
と
運
営
に

よ
り
行
わ
れ
る
「
区
民
参
回
型
し
の
講

座
で
す
。「
知
的
冒
険
セ
ミ
ナ
上
で
学

ん
だ
も
の
を
さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
、

自
分
た
ち
が
学
び
た
い
も
の
を
講
座

に
、
と
い
う
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
欲
や

発
想
を
生
か
し
て
、
学
び
の
機
会
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
習
二
し
ス
に
対
し
て
柔

軟
に
対
に
す
る
、公
社
の
長
所
を
生
か

し
た
事
業
で
す
(
随
時
)
。

指
導
者
養
成
・
実
践
セ
ミ
ナ
ー

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、地
域
で
真
の
「
学

び
あ
い
」
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
必

要
な
、
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
講
座
で
す
。

す
で
に
活
躍
し
て
い
る
各
種
指
導
者

等
の
研
修
を
は
じ
め
、
地
域
で
グ
ル
ー

プ
学
習
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

方
な
ど
を
対
象
に
、
養
成
・
研
修
事
業

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
上
の
咀
要

な
課
題
を
学
ん
だ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

々
が
参
加
で
き
る
「
学
び
一
の
機
会
を

用
意
し
て
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

自
分
で
選
べ
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

新
生
一
あ
だ
ち
区
民
大
学
」
の
大
き

な
特
徴
は
、
。つ
の
講
座
の
巾
で
、
あ

る
い
は
他
の
講
座
と
の
連
携
(
組
み
合

わ
せ
)
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
度
で
専
門

的
な
学
習
活
動
へ
と

言
階
的
に
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
」を
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
知
的
目
険
セ
ミ

ナ
ー
」で
学
ん
だ
も
の
を
さ
ら
に
深
め

た
い
場
合
に
は
、一
学
び
あ
い
推
進
セ
ミ

ナ
ユ

で
継
続
し
て
学
習
し
た
り
、「
学

び
あ
い
推
進
セ
ミ
ナ
よ
で
始
め
た
「
学

び
」
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め

に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
再
度
組
み
合
わ

せ
て
学
習
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

さ
ら
に
、
よ
り
専
門
的
で
学
問
と
し

て
の
学
び
を
、
と
い
う
方
に
は
ぷ
規

の
人
学
「
畝
送
大
学
」
へ
″
と
い
う
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
道
が
整
繝
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
、新
生
「
あ
だ
ち
区
民
人
学
」

の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
あ
だ
ち
区
民
大

学
」で
皆
さ
ん
も
j
y

の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
先
=
生
涯
学
習
館

`
‘
了
6
0
5
)
7
1
8
1

広がる学びの機会。3 月20日、NHK と連携して
行った「あだち区民大学文化芸術特 別講演会」

畏い間ご好評をいただいている「あだち区民
大学」は、平成5 年度から鞜足立区教育振興公
社が、実施・運営することになりました。これ
までの 「教養」、「文化・芸術」の2 つの分野 別
コース制を見直し、目的別にコースを設定する

など、より魅力的で、充実した新生「あだち区
民大学j として、生まれ変わります。

あだち区民大学構座のステップアップの一 例

区
民
水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会

日
時
1
表
1
の
と
お
り

場
所
=
ス

イ
ム
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
=

1
8歳
以
上
の
区
内
在
庄
・
在
動
の
方

で
、5
0
0″以
上
泳
げ
る
方

内
容
=

学
科
1
9
一
時
間
、実
技
1
8
時
間
(
試
験
含

む
)
定
員
=
6
0
人
(
抽
選
)
費
用

丿
無
料
(
教
本
実
費
負
担
)
申
込

E
-
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日

、
電
話
番
号

、
職

業

、
「
水
安
法
希
望

」と
明
記

期
限
1
5

月
1
4
日
必
着

※
試
験
合
格
者

に
は
、日
赤
救
助
員

の
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。な
お
、参
加

者
は
自
分
の
健
康
管

理
に
貢
任
を
も
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
体
育
振
興
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
1

1
8

`
‘
(
3
8
8
2
)
1
1

1
1
㈹

表1　講習日程および内容(全1O日間)

受　 付: 午後6時～6 時30分
講習時間: 午後6 時30分～9時30分

ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
一
般

用
プ
ー
ル
は
、
2
5
m

で
9
コ
ー
ス
の

大
型

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

「
共
通
科
目
」

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
、
指
導

力
の
向
L
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

仕
(過
科
目
と
専
門
糾
目
(
別
に
開
催
)

の
試
験
に
合
格
し
た
方
は

、「
足
皀
区

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

」と
し
て

登
録
で

き
ま
す
。

日
時
等
よ
'
(
2
の
と
お

り

対
象
I

鵬
2
0
歳
以
上
で
、
ス
ポ

ー
ツ
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ
び

指
導
者
を
目
指
す
方

定
員
=
7
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

住

復
(

ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成

講
習
会
(
共
通
科
目
≒

庄
所
、
氏
名

ラ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢

、
性
別
、
硴
話

番
号
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
、
所
哄
団
体

等
を
明
記

期
限
=
5

月
1
2
日
必
阿

申
・
問
先
l
r

住
爪
庁
舎
・
体
育
振

興
係

昔
(
3
8
8
2

了
1
1
1

㈹

表2　 スポ ーツ 指導員養成講習会日 程
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号(青色)へ。

文

化
　

第
2
7回
足
立
区
展

作

品

募

集

芸
術
、
文
化
を
愛
す
る
方
々
に
親
し

ま
れ
て
い
る
足
立
区
展
を
閧
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
等
=
表
―
の
と

お
り

対
象
=
区
内
在
僅
・
在
勤
・
在

学
の
方

申
込
L
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
作
品
搬
入
日
に
会
場
で

受
け
付
け

※
申
込
用
紙
、
要
項
は
千

住
本
庁
舎
・
文
化
振
興
係
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
、
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
あ
り
ま
す

規
定
=
表
2
の
と
お

り
(
各
部
門
と
も
個
人
作
品
に
隕
り
ま

す
)

問
先
=
千
住
本
庁
舎
支
化
振
興

係

表1　日 程

※ 搬入 ・展 覧・搬出 はすべて区民ギャラリ ーにて実施。

表2　 応募規定

保
健
・
衛
生

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

女
性
の
尿
失
禁

予

防

講
座

従
来
あ
き
ら
め
ら
れ
て
い
た
尿
失
禁

の
悩
み
は
、改
善
で
き
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
改
善
お
よ
び
予

防
の
た
め
に
、具
体
的
な
方
法
を
学
び

ま
す
。骨
盤
体
操
を
行
い
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。日
時
1
5
月
2
1
日
(
金
)
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
対
象
=
尿
失
禁
で

悩
ん
で
い
る
女
性

定
員
い
I
2
0
人

費

用
=
無
料
申
込
↓
`
話
予
約
塲
・

問
先
‥‥足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に

日
時
a
5
月
7
日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
対
象
=
妊
娠
5
ヵ
月

以
降
の
方

内
容
=
マ
タ
ニ
テ
ィ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
と
呼
吸
法

定
員
h
3
0人

申
込
=
電
話
予
約

場
・
問
先
=
千
住

派
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ぜ
ん
息
児
の

た
め
の
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

期
間
=
8
月
2
日
～
8
日
(
5
泊
6
日
)

場
所
=
塩
原
林
間

学
園

対
象
=
区

内
在
住
の
気
管
支

ぜ
ん
息
の
児
童
・

生
徒

示
3

～
中
3
)

内
容
=
水

峡
(

イ
キ
ン
グ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ぜ
ん
息
の
学

習
等
を
行
う
転
地

療
養

定
員
=
1
0
0

人

費
用
1
無
料

申
込
=
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
。直
揉
窓
口
へ
庫

込
書
は
公
害
補
償
係
に
あ
り
ま
す
)

期
限
=
5
月
1
0日
～
1
2日

問
先
=
千

住
本
庁
舍
・
公
害
補
償
係

救

急

病

院

休
日
当
番
医
の
案
内

・
東
京
消
防
庁
災
害
救
急
情
報
セ
ン
タ
I

　
(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

壷
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

(健
康
案
内
ひ
ま
わ
り
)

　
(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

休
日
診
療
所

の
お
知
ら
せ

5
月
2
日
か
ら
5
日
ま
で
、
休
日
診

療
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
日
曜
・
祝
日

も
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
・
問
先

等
=
表
3
の
と
お
り

毎 年 、練 習 の成 果 を発 表 し てい ます

表3　 休日診療所一覧竹の塚休日診療所　
竹の塚休日歯科診療所

案内図
( 竹 ノ 塚 駅 東 口 徒 歩5 分)

5 月5 日

し
ょ
う
ぶ
湯

子

供
と

高
齢
者
は

無
料
開
放

場
所
=
区
内
の
各
銭
湯

対
象
=

小
学
生
(
1
2歳
)
以
下
、6
5歳
以
上

の
方
(
今
年
か
ら
対
象
)
は
無
料

申
込
=
当
日
、
番
台
で
年
齢
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
(
証
明
卉
等
は
不

要
で
す
)

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
健
康
管
理
課

5 年度「銭 湯」無 料開放日 予定一 覧

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で

、1

団
体
1

事
業
、3

ヵ
月
間
再

掲
載
不
可

。

【
投
稿
規
程
一

サ
ー

ク
ル
情
報
、
催
し
物
な

ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
3
千
5
0
0

円
を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不
備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/

先
着
順
/
―
団
体
1
事
業
/
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
ホ
こ
め
、住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、費
用
(
金

額
・
使
途
)
、電
話
連
絡
先
を
明
記
し
て
、郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否

は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
め
切
り

は
、
発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
1
2
0千住
―
-
4
-
1
8

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

―

募

集
―

☆
さ
ざ
ん
か
手
芸
サ
ー
ク
ル

毎
週

火
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/

保
塚

セ
ン
タ
ー
/

初
心
者
歓
迎
/

入
会
金

千
円

、月
額
2

千
5
0
0円(
教
材
費
実
費

簣
担
ン

堀
内

(
3
8
4
0
)
3
2
1

☆
チ
ャ
ク
ーフ
ョ
i

が

毎
週
金
曜

日

、
午
前
1
0時
1

正
午
/

鹿
浜
セ
ン

タ
ー
/

初
心
者
歓
迎
/

入
会
金
千

円

、
月
額
千
8
0
0円/

立
花

(
3
8
5
4
)
4
7
3
7

☆
親
子
リ
ズ
ム
体
操
(
新
日
本
婦
人

の
会
)
毎
週
1
回
、午
前
1
0
時
～
・

正
午
/
佐
野
(
月
曜
日
)
、
東
和
・
東

謖
瀬
(
水
曜
日
)
、
梅
島
(

金
曜
日
)

地
域
の
3

ヵ
所
/
1

・
2

歳
児
対
象
/

入
会
金
1
0
0円

、
月
額
千
5
0
0円
～
2

千
円
/

小
林

(
3
8
5
2
)
7
3
4
5

☆
花
畑
剣
友
会

日
曜
日
…
午
前
9

時
3
0分

、
月
・
木
曜
日
・
:
午
後
6

時
3
0

分
/
花
畑
西
小
学
校
体
育
館
/
入

会
金
千
5
0
0円
、
月
額
千
5
0
0円
/

岡
田
7
3
8
8
5
)
9
2
3
3

☆
中
国
健
康
体
操
・
練
功
十
八
法
講

習
会
5
月
8
日
～
7
月
2
4
日
の
毎

週
土
曜
日
(
全
1
2
回
)
、午
前
m
一
時
～

H
時
/
中
川
近
辺
の
集
会
所
等
/
費

用
6

千
円
/

一
柳

(
3
6
0
5
)
9
3
5
2

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
メ
リ
士

毎
週
十

曜
日
、
午
後
7
時
3
0分
～
9
時
/
青

年
セ
ン
タ
ー
/
中
・
上
級
者
対
象
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
加
藤

登
(
3
8
8
5
)
0
2
7
6

☆
俳
句
会
毎
月
第
3
土
曜
日
、午

後
1
時
～
4
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

/
初
心
者
歓
迎
/
月
額
5
0
0
円
/
阿
部
a
(
3
8
8
4
)
8
4
3
8

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず
み
)

毎
月
4
回
金
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正

午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
古
田

(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
山
岳
会
(
ふ
れ
ん
ど
)
毎
月
―
回

以
上
の
例
会
(
3
～
4
時
間
の
山
歩

き
)
/
初
心
者
歓
迎
/
年
額
2
千
円

(交
通
費
等
実
費
負
担
)
/
返
信
用

切
手
を
入
れ
て
封
書
で
/
佐
久
間
勇

〒
1
2
0
弘
道
2
1
1
2
-
2
5
1嶺
、

(
3
8
8
6
)
2
7
6
7
(
夜
間
)

☆
伊
興
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
1

・
2
・
3
水
曜
日
、
午
後
7
時
I
9

時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
鈴
木

(
3
8
9
9
)
7
3
4
4

☆
油
絵
教
室
(
ひ
ま
わ
り
会
)

毎

月
第
1
・
3
月
曜
日
、
午
後
7
時
I
9

時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
入
会
令
2

千
円
、
月
額
2
千
窈
円
/
大
曽
根

　
(
3
8
8
7
)
8
7
4
1
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ことし のゴ
ー
ルデンウィークは

あだちに
出かけよう

もう すぐ ゴールデンウィ ーク。遠出

するも良し､家でのんびり するも良し、
人それぞれの過ごし方 があり ますが、
こ としはいつもと 違う 遊び方にチャレ
ンジしてみ ませ んか。キーワード は近
い、安い、 楽しい 。あだちを思いっ切
り 楽し むコ ースを紹介します。

水辺を歩き
浮世絵を眺める

葛 西 用 水 親 水 水 路

ぷ
ら
り
6
^

び
り
歩

き
な
が
ら
葛
西
用
水
観

水
水
路
膏
北
へ

、
北
へ

と
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ

う

。木
々
の
緑
や

水
面
の
輝
き
が

美
し

く

、
気
分
が
さ
わ
や
か
に
な
っ
て
孝
ま

す

。
水
路
に
は
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
フ
ロ

ー
ト

デ
ッ
キ
や
大
型
遊
具
も
あ
り
、
途

中
飽
き
る
冫
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

郷

土
博

物

館

郷
土
博
物
館
で

は
、
浮
世
絵
展
「
歌

川
国
貞
」
を
開
催
中
。
鳧
し
い
色
彩
と

無
駄
の
な
い
構
図
の
作
品
に
は
思
わ
ず

目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
浮
世
絵
に

は
当
時
(
江
戸
時
代
後
期
)
の
生
活
や

風
俗
を
知
る
桑
し
み
も
あ
n
&
チ
。

溥
物
館
の

隣
り
の
東
溯
江
庭
園
も
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
。
自
然
の
風
情
を
生
か

し
た
庭
園
と
し
て
好
評
で
す
*
*
5

月
5

日
は
入
館
料
が
無
科
と
な
り
ま
す
。

｢傘を持つ娘」
< 歌川国貞>

大
谷
田
公
園

大
谷
田
公
園
と
應
凡
ぱ
柵
の
花
で
有

名
で
す
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
般
備
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
た
か
?
身
近
な

公
園
で
、
キ
ャ
ン
プ
気
分
が
味
わ
え
る

都
内
で
は
数
少
な
い

公
園
で
す
。

野
原
の
よ

う
な
広

い
芝
生
広
場
に
は
、

タ
ン
ポ
ポ
も
か
わ
い

い
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。

「もう焼けた? 」「うーん、
もうちょっと待ってネ」

あ ん な い

□ 葛 西 用 水 親 水 水 路
w112丁目～v , ､3丁目J i

● 亀 有Rl l 口 下 車 徒 痂5 分 、=1

□ 郷
土

博 物 館

大 容 田5- 20- 1

慳 廻X) 祠 跏e

● 亀 有 取 北 口 か ら 東 武 パ ス　｢

六 ツa 飃 £ ・ ハ 羈 搴 ● 行　

・ 末 瞿 吁｣ 大S 田5 丁 目 下

車 、 萇 萇 こ5 分 。 ま た は 、｢ 六 ツ

禀 軈 住 行 亅 ミJ £
ヰ

・ 溥 襲d 童 脯- 　i

翩

l l ・- r l 岶9 蒔- 乍 峻5 ・

陦 乢入 羞 は1 眸X} 分 ま で) 、

汢 扣 日 慰; 靂 月 ● 日( 5 月3!

日 棯 皿 皿 、5 月6 日 は 休 館) ; w

押 世 酔 廖 鯰5 月9 日 ま ごe ・

す 。j

□ 大 谷 田 公 園

: 大S 田4- 4- 1

5 Å 趾 の 団 体 に 、 パ ベ キ　a-

の 鈩 や 鉄 板 を 貸 し 出 し ま

暉

一

一f l Sa) - 1156

1● 亀有駅北口から東武パス
1

｢六ツ冰窟麹行・r丶- ● ・l ‘ T*　

・木曽椶行亅大容田4丁目下1

凖すぐ1

ミ用水瓏水水路→箟r 30刄

に郷土檸観・―徒歩I { 汾一大

l 稲田公● ､､〃
♂- f ? 气ぎt ' } ～

j

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や

野
鳥
と
仲
よ
し
に

見
沼
代
親
水
公
園

足
に
自
信
の
あ
る
あ
な
た
に
お
す
す

め
ず
る
コ
ー
ス
で
す
。
全
長
1
.
7㎞
の
見

沼
代

観

水
公

園

は
、『
水
生
蝋
物
ゾ

ー
ン
』「
こ
も
れ
び

ゾ
ー
ン

」「
せ
せ
ら

ぎ
ゾ
ー
ン
」「
ま
ど

ろ
み
ゾ
ー
ン
」
と
4

つ
の
顔
を
持
つ

て
い
ま
す
。
小

川
を
思
い
出
す

ぶ
7
な
呎
れ
に

は
、
オ
タ
マ
ジ

ャ
ク
シ
や
ア
メ

リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

も
住
ん
で
い
ま

す
。お

父
さ
ん
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り

の
腕
前
を
お
子
さ
ん
に
披
露
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
よ
。

ザリガニは岩陰に
いるんだよ

舎

人

公

園

見
沼
代
親
水
公
園
か
ら
、
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
2
0
分
程
で
、
都
立
舎
人
公
園
に

到
气

ど
こ
か
ら
ど
こ

ま
で
が
敷
地
な

の
か
わ
か
ら
な
い
ほ

ど
広
い
公
園
で
、

野
鳥
や
野
の
草
花
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
古
千
谷
一
丁
目
の
大
き
な

池
に
は
水
鳥
が
咒

ぴ
り
と
羽

を
休
め
て
い
ま
す
。
ま
た
他
の

隣
り
の

広
い
芝
生
広
場
に
は
体
力
テ
ス
ト
の
器

具
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
挑
戦
し
て
み
て

は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

あ ん な い

□ 見沼 代親水公園
合人4丁目～古千谷5丁目
● 竹の・si 日 口から東氏バス『舎
人一ツ善行亅〃ai ・1! j j・1 分 ・
□ 舎人公園
入6町～古千61丁目1勁1
● _ - 1 〃g_ 口から 武, 1 ス『瀧

遥センターt f i j 1117 驚通センタ
T 單疂』15- 10 分

, J 】I Qg に= ム→貧麥sn 一
龠Å4 皿

スポーツ+ お弁当 といえば…

思
い
っ
き
り
カ
ラ
ダ
を
動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設

を
上
手
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
汗
を
流
し
た
後
に
お
弁
当
を
楽
し
め
る
広
い
公
園
も

近
く
に
あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

総合スポーツセンター

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
が
気
軽
に

で
き
ま
す
。
多
目
的
広
場
で
思
い
っ
切

り
走
っ
て
み
て
は
…

元 渕 江 公 園
釣
り
の
で

き
る
池
も
あ
り
、
静
か
な
木

陰
で
の
ん
び
り
で
き
ま
す

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬ドームから日射しが入り、開放

感いっぱいの温水プールです

東 綾 瀬 公 園
広
い
園
内
に
は
錦
鯉
の
い
る
せ
せ
ら
ぎ

や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
遊
具
も
あ
り
ま
す

うきう き 館
うきうき館では水泳の他、
マシンでトレーニングもで
きます

花

畑

公

園
花畑公園内には区を代表する名
園｢花畑記念庭園｣があります

あ ん な い
□ 総合スポーツセンター
東保木間2- 27- 1
c3859 ―8211
利用時間乍前9陦～午後9睥　
(篦設により利用時蘭、利用料
金が異なります。お問い合わせ
ください)
● 竹ノ獵釈東口から東武バス｢
足立総合スポーツセンター行｣
終点下車

□ 元渕江公園 保木閥2- 17- 1
● 竹の獵駅東口から都パス｢ 足
立済掃T ● 行｣ または東氏バス
｢花畑団地行｣ 保木間仲通り下
車X 歩5 分

□ すいすいらんど綾瀬
柬世瀬3- 4- 1
05616 ―2500
利用時間一午前9時30分～乍後
8時10 分 利用料金一大人S刀
円/ 子供( 中学生以下) 2( X)円
● 驟瀬駅東口から徒歩15 分。問

訳 か ら 東 武 バ ス｢ 葛 飾 擧 摩 行｣

団 地 西 通 り 下 單 莚j j 二3 分

□ 東 綾 瀬 公 園

東 硬 瀬1 丁 目 ほ か

● 綾瀬訳東口から徒歩5～10分

□ う き う き 館

西 像 木 間4 ―1C} ㎜1

03850- 1133

利用時閾一午前9陦～T讒9陦　

c騫 酔 に よ り 利 用 時 藺 、 利 用 料

金 力墺 な り ま す 。 お1問 い 台t } せ

く だ さ い)

● 竹 の 椒 釈 東 口 か らxI J ; 20j 】。

同 訳 東 口 か ら 東 武 バ ス｢ 花 畑 桑

捌 瀰地 行亅 足 立 濟 柵T 懽 下 申､ 。

北 ↑ - t t ● gi 口 か ら 畧 パ スr 足l y

櫚 掃T 場 行| で 醤 点 下 草

□ 花 畑 公 園 花 畑4- 匐- 】

● 竹 の 椒 取 東 口 か ら 東 武 パ ス　

『 花 畑 団 旭 行亅 団 地 入 口 下 事 徙

歩3 分

こ
こ
に
も

行
っ
て
み
よ

う

北
鹿
浜
公
園

「
あ
れ
っ

、
公
園
の
中
に
遍
路
が
あ

る
の
?

」
。こ
こ
は

、
遊
び
な
が
ら
交
通

ル
ー
ル

を
学
べ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
公
園

。

園
内
を
ぐ

る
り
と
一
周
す
る
遭
路
に

峡

太
物
そ
っ
く
り
の
信
号
機
や
横
断

歩
遭
が
あ
ひ

穿
歹
。
足
こ
ぎ
の
ゴ
ー
カ

ー
ト
や
、
電
動
の
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
は

子
戸
石

に
引
っ
張
a

だ
こ
。
(

ン
ド
ル

を
握
れ
ぱ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
大
人
の
気

分
が
味
わ
え
ま
す
。
区
内
で
、
し
か
も

無
料
で

遊
園
地
気
分
が
楽
し
め
る
、
お

す
す
め
の
公
園
で
す
。

あ ん な い

□ 北鹿浜公園 眤浜3- 26- 1
● 西新井駅から国際眞業バスr 赤羽駅
東囗行丿鹿浜4 丁目下車、または同駅
から東武パス「都市農巣公園行」・r 皿
沼循環丿匪浜中学校下車いずれもa 歩1
分
※ 第1 ・3 月曜日は点検日のため乗り
物は利用できません｡ご庄意ください。

こ
こ
に
も

行
っ
て
み
よ

う

西

新
井

大
師

山
門
を
く
ぐ
忝
と
、
そ
こ
は
別
世
界
。

線
香
の
煙
が
白
く
た
だ
よ
い
。
出
迎
え

て
く
れ
る
(

の
声
が
響
き
渡
つ
て
い

事
f

。
本
堂
は
壮
大
、
鬼
瓦
の
高
さ
は
1
.
5

び
に
も
な
り
ま
す
。

広
い

境
内
に
は
花
木
も
多
く
、
時
折

り
ス
が
か
わ
い
ら
し
い
'
豕

寛

せ
る
こ

と
も
・
…

四
季
折
々
に

煢
を
変
化
さ
せ

る
西
新
井
大
師
は

、
訪
れ
る
度
に
塲
つ

た
味
わ
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す

。

あ ん な い

□ 西新井大師
西新#I - 15- I
● 大師線大師前駅下車徒歩2 分5
月2 ・3・4 日には､野点( のだ
て) が行われます。

土蔵が
あなたの
ギャラリーに

千住宿歴史プチテラス
5 月8 日オープン

千
佳
大
橋
か
ら
旧
週
(
旧
日
光
街
遭
)

に
入
っ
て
す
ぐ
左
手
に

、「
千
佳
宿
歴
史

プ
チ
テ
ラ
ス

」
が
誕
生
し
ま
す

。
目
印

は
大
き
な
土
蔵

。
こ
れ
は

、
横
山
匠
吉

さ
ん
(

千
庄
4

丁
目
在
住
)

が
区
に
寄

贈
し
た
も
の
で

、
天

保
元
年
T
1

0
)

蠕
透
の
大
変
貴
疽
な
も
の

。
解
体

し
て
こ
の
プ
チ
テ
ラ
ス
に
移
築
復
元
し

ま
し
た

。

引
っ
越
し
と
同
時
に
す
っ
か
り
お

色

直
し
も
済
ま
せ

、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
土

藏
は

、
ス
テ
キ
な
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
し
て

貸
し
出
し
ま
す
。
2
0号
の
絵
画
が
1
2
点

位
展
示
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す

。
重
厚

な
蔵
に
絵

、
陶
芸

、
染
織
な
ど

、
あ
な

た
の
作
品
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か

。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

酋
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ケヤキ造りの「箱段」はめずらしいもの

白壁が美しい外観

天
保
元
年
建
築
を
示
す

「
棟
札

」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

5
月
8
日
(
土
)
午
前
1
0時
か
ら

「
千
住
宿
歴
史
ブ
チ
テ
ラ
ス
」
の

完
成
を
祝
い

、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

。
当
日
は

、

千
佳
宿
歴
史
ブ
チ
テ
ラ
ス
維
持
会
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

、
手
作
り

の
哩
し
を
行
い
ま
す

。
ぜ
ひ

、
お
い

で
く
だ
さ
い

。

日
時
1
5
月
8
H
(

土
)
、
乍
前
1
0時

場
所
1
千
庄
宿

歴
史
ブ
チ
テ
ラ
ス
(

千
住
河
原
町
2
1

冊
)

間
先
=
予
注
本
庁
池
・
ま
ち

つ
く
り
課

霑
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
マ
ッ
プ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

区
内
を
探
険
し
て
見
ぷ
つ
、
と
い

う
あ
な
た
の
お
伴
に
ぜ
ひ
「
あ
だ
ち

マ
ッ
プ
」
を

。
区
の
施
段

、
公
園

、

交
通
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

。

「
あ
だ
ち
マ
ッ
プ

ー
は
昨
年
8
月
に

全
世
帯
配
布
し
た
「
リ
ブ
イ
ン
ニ

わ

た
し
の
便
利
帳
)
」
に
付
い
て
い
ま

す

。
お
手
元
に
な
い
方
は

、
千
庄
本

庁
舎
・
情
報
公
開
課

、
中
央
本
町
庁

舎
・
疇
報
公
開
課
分
室
へ
ど
う
ぞ

。

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
広
報
課

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号(青色)へ。

福

祉

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
分
)
の
5
年
2

月
～
4
月
分
を
5
月
1
0日
ご
ろ
に
振

り
込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
手
当
額
は
表
1

の
と
お
り
で
す
。
申
請
し
て
い
な
い
方

は
手
続
き
を
。

問
先
ド
千
佳
本
庁
舎

・
a
害
福
祉
係

表1　福祉手当( 国制度) の手当額改定一覧
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
・

難
病
患
者
福
祉
手
当

4
年
1
2月
～
5
年
3
月
分
の
手
当
を

今
月
振
り
込
み
ま
し
た
。
各
金
融
機
関

で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。5
年
4

月
分
か
ら
手
当
額
は
表
2
に
改
定
さ

れ
ま
す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
手
続

き
を
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害

福
祉
係

表2　 手当 額改定一覧

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・

愛
の
手
帳

・

身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
援
護

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で
す

。

障
害
(
視
覚

、聴
覚
、平
衡
機
能
、盲
声
・

言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、肢
体
不
自
由
、

心
臓

、腎
臓
、呼
吸
器

、ぼ
う
こ
う
ま
た

は

、直
腸
余

腸
機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、1

～
6

級
の
等
級
が
あ
り
ま
す

。
手
帳

の
交
付
に
必
要
な
診
断
癖
(

各
福
祉
事

務
所
に
あ
り
ま
す
)
の
費
用
の
う
ち
一

部
(
内
部
障
害
は
3
千
円
、
そ
の
他
の

障
害
は
2
千
円
が
限
度
)
は
、
区
が
補

助
し
ま
す
。な
お
、手
帳
取
得
後
は
、補

装
具
、日
常
生
活
用
具
等
の
給
付
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問

先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

・
愛
の
手
帳

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
が
各
種
の

援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。障
害
の
程
度
で
1
～
4
度
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

申
・
問
先
入
1
8
歳
以

上
の
カ
・・・都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
S
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
・
・
・
都
・
足
ひ
児
童
相

談
所
さ
(
3
8
5
4
T
1
8
1

※
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
次
の
事
項
に

該
当
す
る
方
は
、
福
祉
事
務
所
へ
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
住
所
を
変

更
し
た
と
き

▽
氏
名
を
変
更
し
た
と

き

▽
死
亡
し
た
と
き

▽
手
帳
を
紛

失
・
破
損
し
た
と
き

問
先
=
各
福
祉

事
務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

年

金

国
民
年
金
積
立
金

還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

心年
金

積
立
金
還
元
融
資
』
を
受
け
て
建
設
さ

れ
た
施
設
は
、
す
で
に
区
内
に
2
0数
力

所
あ
り
ま
す
。
平
成
4
年
度
は
新
た
に

表
4
の
施
設
が
決
定
し
ま
し
た
。

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
推

進
係

霓
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表4　 年金積立金還元融資の施設

保
養
所

保
養
所
の
利
用
料
金

が
変
わ
り
ま
す

7
月
の
利
用
分
か
ら
料
金
が
表
5

の

と
お
り
、
ま
た
匯
膩
高
原
あ
だ
ち
荘
の

使
用
料
が
1
部
屋
当
た
り
か
ら
1
人
当

た
り
に
変
わ
り
ま
す

。
保
養
所
の
利
用

案
内
は
、
毎
月
1

日
発
行
の

『
あ
だ
ち

広
報
こ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
掲
載
し
て
い

ま
す

。

問
先
=
T

伊
豆
高
原
あ
だ
ち

荘
・
:
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険

課
庶
務
係

・
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

マ
湯
回
原
あ
だ
ち
荘
・・・
中
央
本
町
庁
舎

・
住
区
施
設
課
施
設
係

a
へ
3
8
8
0
)
5
1
7
1

表5　 保養所の利用料金の改定
〈伊豆高原あだち荘〉

●使用料

●食事料

※子供の食事料は変わりません

〈湯河 原あだ ち荘〉

※子供の使用料は変わりません

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

任
期
満
了
に
伴
う
東
京
都
議
会

議
叫
選
挙
が
6
月
2
7日
に
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
区
選
挙
管

理
委
員
会
は
、
立
侯
補
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

当
日
、
立
候
補
届
出
に
必
要
な

各
種
癬
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で

。
立
侯
補
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
=
5
月
1
7日
(
月
)
、午
後
2

時

場
所
=
千
住
本
庁
舎
7
階
会

議
室

※
参
加
は
立
候
補
予
定
者
I

人
に
つ
き
2
人
ま
で
で
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
淅
・
区
選
挙
管

理
委
釶
会

あ だ ちを 再発 見
「たうんガイド」配布中

あ
た
ち
の
オ
ス
ス
メ
散
歩
コ
ー
ス
を
紹
介
し
た
「
た
う
ん

ガ
イ
ド

」を
発
刊

。情
報
公
開
課
♀

吃
木
庁
舎
、中
央
収
町
庁

介
‥
)
、呂
区
民
事
務
所
で
配
布
中
で
す

。

△
広
報
課
▽

自転車放置禁止区域のご案内

五反野駅 周辺
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
大
量
の
自
転
車
は
、

駅
前
広
場
の
美
観
を
損
う
の
み
か
、
歩
行
者
な

ど
の
通
行
や
緊
急
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま

す
。
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
鎭
盾
以
内

を
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
は
、
区
が
撤

去
し
て
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
撤
去
浚
2
ヵ
月

を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご
心
意
く
だ

さ
い
じ
五
反
野
駅
周
辺
は
、
銀
行
や
ス
ー
パ
ー

等
の
前
の
道
路
に
放
置
自
転
車
が
多
く
、
通
路

が
狹
く
な
り
歩
行
者
な
ど
が
迷
思
し
て
い
ま

す
。
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
等
で
駅
周
辺
を
利

用
す
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
転
車
の
場
合
は
必
ず
自

転
車
置
き
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

五反野駅周辺自転車放置禁止区域
□ 区営自転車駐車場

□ 民営駐輪場

※ 放 置自 転車撤去先

中央本町移送所 中央本町1- 1 先
(東武線と田道4号線が交差した五反野駅寄
りの高架下)

● 5 月 の 防災 キャン ペーン「消防用設備等を点検しよう 」
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国

保

国
民
健
康
保
険

の
資
格
認
定

国
民
健
康
保
険
の
新
保
険
証
は
、3

月
中
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
資
格
確
認
が
必
要
な
世
帯
に
つ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
課
(
中
央
本

町
庁
舎
)
で
、
直
接
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。ほ
か
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

方
で
、
ま
だ
新
保
険
証
が
届
い
て
い
な

い
場
合
に
は
、
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
資
格
確
認
の
う
え
、
新
保
険
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
保
険

に
加
入
し
た
が
国
民
健
康
保
険
を
や
め

る
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
、
転
居
し

た
が
住
民
票
の
異
動
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
は
、
至
急
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
各
区
民
事
務
所
で
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
Q
J

保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

国
民
健
康
保
険
料

4
～
6
月
分

納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

平
成
5
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納

入
通
知
曾
を
4
月
1
9日
に
発
送
し
ま
し

た
。今
回
通
知
し
た
保
険
料
の
金
額
は
、

今
年
度
の
住
民
税
額
が
ま
だ
確
定
し
て

い
な
い
た
め
、
と
ひ
あ
え
ず
平
成
4
年

度
の
住
民
税
額
で
計
算
し
て
あ
り
ま

す
。7
月
に
今
年
度
の
確
定
し
た
住
民

税
額
で
再
計
算
し
、通
知
し
ま
す
。保
険

料
の
軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
へ
の
通
知

も
7
月
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
期

限
は
毎
月
末
日
で
す
。
口
座
振
替
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

助
産
費
・

育
児
手
当
の
支
給

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
生
児
I
人
に

つ
き
、
助
産
費
2
4万
円
・
育
児
手
当
金
2

千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
助

産
費
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
4

日
)
以
上
で
あ
れ
ば
、流
産
、
死
産
(
人

工
中
絶
も
含
む
)
の
場
合
で
も
支
給
さ

れ
ま
す
。た
だ
し
助
産
費
に
つ
い
て
は
、

出
産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1
年

以
上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内
の

出
産
)
は
、国
保
か
ら
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
申
請
=
保
険
証
、母
子
手
帳
、世

帯
主
の
印
か
ん
、
世
帯
主
名
義
の
預
金

通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
、流
産
・
死
産

の
と
き
は
そ
の
証
明
書
を
持
参

申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

募

集

「
募
ら
し
っ
く
ス

ク
ー
ル
」受
講
生

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
の
方

内
容

―
自
宅
で
学
習
し
、
提
出
し
た
レ
ポ
ー

ト
を
専
門
の
先
生
が
添
削
指
導
す
る
通

信
制
で
す
(
全
6
回
)
。時
間
に
ゆ
と
り

の
あ
る
方
は
、ス
ク
ー
リ
ン
グ
(
公
開
講

座
)
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
(
表
6
)

定
員
=
1
0
0
人
(
先
着
順
)
費
用
‥
l
無
料

申
込
=
`
話
塲
・
申
・
問
先
=
消
賢
者

セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表6　「暮らしっくスクール」

※ スク ーリ ング の 時間 は、 午後6 時30 分～8 時30 分で す。

国
民
健
康
保
険

徴
収
嘱
託
員

対
象
=
区
内
在
住
の
3
0歳
以
上
6
3歳
ま

で
の
方

内
容
=
1
ヵ
月
1
8日
間
勤
務
T

週
2
2時
間
以
上
3
0時
間
ま
で
)
/
8

月
1
日
か
ら
6
年
3
月
3
1日
ま
で
雇
用

期
間
(
実
績
に
よ
り
5
年
を
限
度
に
更

新
あ
り
ン
基
本
給
百
額
4
千
4
0
0円)

十
能
率
給

定
員
=
若
干
名

申
込
=

自
筆
の
履
歴
書
(
市
販
可
、写
真
貼
付
)

を
持
参
、
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

期

限
=
5
月
2
8日

申
・
問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

保
母
(
臨
時
職
員
)

対
象
=
保
母
資
格
の
あ
る
2
0
歳
～
4
0
歳

位
の
方
内
容
=
心
身
障
害
者
の
社
会

復
帰
、生
活
指
導
な
ど
の
訓
練
/
平
成

5
年
5
月
～
H
月
/
月
1
金
曜
日
の
午

前
1
0
時
2
0
分
～
午
後
3
時
2
0
分
/
時
給

7
9
0
円
/
昼
食
、
交
通
費
一
部
支
給

申

・
問
先
=
東
部
淬
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
生
活
実
習
係

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

看
護
婦
(
臨
時
職
員
)

内
容
=
8
害
幼
児
の
健
康
管
理
・
保
健

指
導
/
月
～
金
曜
日
の
週
5
日
、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
3
時
3
0分
/
1
万
5
0
0

円
(
1
日
)

場
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児
指
導
係

梅
島
3
1
3
1
1
1
9

(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

平成3 年版

「
あ
だ
ち
の
事
業
所
」

販

売

中

区
の
事
業
所
の
事
業
活
動
お
よ

び
実
態
を
調
査
し
た
報
告
書
を
千

住
本
庁
舎
お
よ
び
中
央
本
町
庁
舎

の
情
報
公
開
課
で
一
部
濶
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。問
先
=
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
0
3
`
j

コンピュ ータ による

個人情報の
記録事項等について

区
で
は
、
仕
事
を
効
率
よ
く
処
理

し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
際
、
最
も
注
意
し
て

い
る
こ
と
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に

つ
い
て
で
す
。
個
人
情
報
保
護
の
I

環
と
し
て
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り

処
理
し
て
い
る
個
人
情
報
の
記
録
事

項
を
、条
例
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
右
賚
の
と
お
り

で
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
情
報
公
開
課
♀

住
本
庁
舎
、
中
央
本
町
庁
舎
)
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
哨
報
処
理

課

　
(
3
8
8
0
)
5
0
2
1

夕やけ放送の

時間変更
夕やけ放送は、5 月から8

月まで午後6 時になり ます。
< 青少年課>

掲
示
板

□
平
成
5
年
度
国
税
専
門
官
(
国
家
　

公
務
員
)
募
集
一
次
試
験
・
・
・
6
月
　

1
9
・
2
0
日
/
大
卒
程
度
/
昭
和
4
1
年
　

4
月
2
日
～
昭
和
4
7
年
4
月
1
日
生
　

ま
れ
の
方
/
5
月
6
～
口
日
ま
で
受
　

付
(

郵
送
は
消
印
有
効
)
/

東
京
国

税
局
人
事
第
二
課

(
3
2
1
6
)
6
8
1
1

足
立
税
務
署
総
務
課

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

・
西
新
井
税
務
署
総
務
課

(
3
8
4
0
T
1
1
1

□
淵
江
高
校
公
開
講
座
「油
絵
教
室
」　

6
月
5
日
～
H
月
2
0
日
の
土
曜
日

午
浚
/
初
心
者
可
/
成
人
3
0
人
/
5

月
1
2
日
～
6
月
2
日
ま
で
に
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名

、年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
/
1

万
円
(
実
費
)
/
都
立

淵
江
高
等
学
校
公
開
講
座
担
当

〒
1
2
1

東
保
木
閧
2
1
1
0
1
1

(
3
8
8
5
)
6
9
7
1

□
短
期
講
習
「第
三
種
一
気
主
任
技

術
者
」科
6
月
1
日
～
7
月
2
0
日

の
火
・
木
曜
日
(
全
1
5
回
)
、午
後
6

時
～
9
時
1
0
分
/
第
三
種
電
気
主
任

技
術
者
を
受
験
す
る
在
職
者
/
4
0
人

/
4
千
5
0
0
円
/
受
付
5
月
1
0
～
1
4
日
　

(
初
日
の
み
午
後
6
時
～
7
時
、2

日
目
以
降
午
前
9

時
～
午
後
7

時
)
/

先
柵
順
/

都
立
足
立
高
等
学
校
職

業
技
術
専
門
校
能
力
開
発
係

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
平
成
5

年
度
労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
は
お
済
み
で
す
か

労
働
保
険

料
(

雇
用
保
険
料
と
労
災
保
険
料
)

は
す
で
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
申
告
鏘

に
保
険
料
を
添
え
て
5

月
1
7
日
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
へ

納
付
し
て
く
だ
さ
い
(
今
年
は
5

月
1
5

日
が
土
曜
日
の
た
め
5

月
1
7日
が

納
付
期
限
で
す
)
/

ふ
じ
色
の
申
告

粛
は
都
・
労
働
経
済
局
雇
用
保
険
部

　
(
5
3
2
0
)
4
7
3

り
乙

く
ろ
色
の
申
告
肅
は
東
京
労
働
基
準

筍
労
災
適
用
課

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

□
平
成
5
年
工
業
統
計
調
査
広
報
用

ポ
ス
タ
ー
募
集
応
募
作
品
は
未
発

表
の
も
の
で
、裂
造
業
を
営
む
事
業

所
の
方
々
が
、工
業
統
計
調
査
に
対

す
る
理
解
を
深
め
調
査
へ
の
協
力
が

屏
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
/
用

紙
は
日
本
工
業
規
格
A
2
版
(
5
9
m

x
4
2
J
)
を
縦
長
に
使
用
/
4
色
以

内
(
白
は
一
色
に
数
え
な
い
)
/
「通

商
産
業
省
」
「工
業
藐
計
調
査
」
「平

成
5
年
1
2
月
3
1
日
」の
文
字
を
必
ず

入
れ
る
/
作
品
の
裏
面
に
は
、
「住

所
」
「氏
芦
「電
話
番
号
≒
職
業
(
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、学
鄒
ご
を
明

記
/
6
月
1
8
日
消
印
有
効
/
通
商
産

業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
工
業
統
計

課
〒
1
0
0
千
代
田
区
霞
が
関
―
-
3
　

1
　
(
3
5
0
1
T
5
1
1
㈹

□
子
ど
も
悩
み
ご
と
相
談
(
い
じ
め

・
体
罰
・
校
則
・
登
校
拒
否
・
非
行

な
ど
)
▽
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
・
・
・
毎

週
火
・
木
曜
日
、午
後
3
時
～
5
時

/
無
料
　
(
3
5
8
1
T
8
8
5

▽
面
接
相
談
…
毎
週
金
曜
日
、午
後

3
時
～
5
時
/
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
随
時
受
付
お
電
話
の
上
、ご
来

会
く
だ
さ
い
/
無
料
/
第
二
東
京
弁

護
士
会
　
(
3
5
8
恚
1
8
8
5

▽
子
ど
も
の
悩
み
ご
と
面
接
相
談
・
:

5
月
5
日
、午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

/
無
料
/

次
の
各
デ
パ
ー
ト
で
行
い

ま
す
/
東
武
百
貨
店
池
袋
店

(
3
9
8
1
)
2
2
1
1

西
武
百
貨
店
池
袋
否

(
3
9
8
1
)
0
1
1
1

東
急
百
貨
店
東
横
店

(
3
4
7
7
)
4
7
0
4

東
急
百
貨
店
日
本
橋
店

(
3
2
7
3
)
3
1
7
6

▽
中
退
問
題
1
1
0
番
(
電
話
、
面
接
相

談
)
'
;
5
月
6
日
、
午
後
3
時～
6

時
/

無
料
/

第
二
東
京
弁
護
士
会
館

千
代
田
区
霞
が
関
1
1
1
1
4

(
3
5
8
1
T
8
8
5

□
東
京
都
職
s
採
用
試
験
(
選
考
)

第
1
次
試
験
日
I
類
・
獣
医
・
:
6

月
2
0
日
、
H
類
・
‘
・
6
月
2
7
日
、
Ⅲ
類

…
9
月
1
9
日
、経
験
者
・
・
。9
月
1
9
日
、

身
体
障
害
者
対
象
・
:
1
0
月
2
4
日
/
案

内
配
布
開
始
と
申
込
I
類
・
獣
医

と
H
類
・
:
5
月
7
日
～
2
1
日
(
郵
送

は
消
印
有
効
。持
参
は
5
月
刀
一
・
2
5

日
)
。Ⅲ
類
と
経
験
者
・
:
6
月
1
6
日
～

8
月
2
3
日
(
郵
送
は
消
印
有
効
。持

参
は
8
月
2
4
・
2
5
日
)
、身
体
障
害
者

対
象
・
・
・
8
月
1
9
日
I
9
具
(
い
日
(
郵

送
は
消
印
有
功
。持
参
は
9
月
2
9
・

3
0
日
)
/
受
験
資
格
(
平
成
6
年
4

月
1
日
現
在
)
I
類
・
・
・
事
務
・
技

術
(
2
2
～
2
7
歳
)
専
門
職
(
9
9
〒
2
9

歳
)
、猷
医
・
・
・
(
2
4
～
2
9
歳
)
、H
類

・
:
事
務
・
技
術
・
専
門
(
2
0
～
2
5

歳
)
、m
類
…
事
務
・
技
術
(
1
8
～
2
1

歳
)
、経
験
者
…
事
務
・
技
術
(
2
9
～

3
3
歳
で
学
校
卒
業
浚
、民
間
企
業
等

に
お
け
る
職
務
経
験
を
5
年
以
上
有

す
る
方
)
、身
体
障
害
者
対
象
…
事
務
　

(
1
8
～
2
7
歳
)
/
専
門
的
な
職
種
の

場
合

、
資
格
・
免
許
を
要
す
る
職
種

有
/

平
成
6

年
4

月
1
日
以
降
採
用

予
定
/

都
・
試
験
課

〒
1
6
3
1
0
1新

宿
区
西
新
宿
2
j
8
1

(
5
3
2
0
)
6
9
5
2

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
5
3
2
0
)
7
8
5
1

□

「
仕
事
と
一
緒
に
も
ら
お
う
渡
そ

う
家
内
労
働
手
帳
」5

月
2
1
日
か

ら
3
1日
は

、
家
内
労
働
旬
間
で
す
。

自
宅
等
で

物
品
を
製
造
・
加
工
す
る

家
内
労
働
者
(
内
職
を
含
む
)
に
仕

事
を
委
託
す
る
と
き
は
、
工
賃
や
数

曦
・
納
期
な
ど
を
明
記
し
た
家
内
労

働
手
帳
(
伝
票
形
式
も
可
)

を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
家
内
労

働
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
/

都
・
家
内

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

(
3
8
7
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表1　 個人配布日程

※ いずれも、正午～午後3 時

表2　 誕生・新築記念樹配布日程

※ いずれも、午前10時～正午

情 報 コ ー ナ ー

カヌー体 験しませんか
日時- 5月23・30日、6月6日( 日
曜日3回) 、午前10時～正午場所
一荒川河川敷 対象一
高校生以上の泳げる方
定 員- 20 人 費用- 500
円( 保険 料) 申 込

一往復ハガキに住所、
氏名、年齢、電話番号、
カヌー体験希望と明記
期限- 5 月11日消印有
効 申 ・問先一青年セ

ンター 〒123西新#1- 4- 17
　3890―0061

講 座　母 と子を考 え る
子育てに追われている方、よう

やく子育てから手が曜れた方、改
めて毋と子の関係を考えてみたい
という方に。産むことと育てるこ
と。子離れと社会、性と生の自立な
どについて学びます。 日時等一
下表のとおり( 全10回) 対象一
区内在住・在勤・在学の女性 定
員- 30 人 費用一無料 申込一往

厦ハガキに住所、氏 名、年齢、職
業、希望理由を明 記 期限- =5 月5
日必着 ※ 2 歳から学齢前のお

子さんの保育を希望する方は、お
子さんの名前、年齢も書いてくだ
さい。保育オリエンテーションを5
月13日に行います 場・申・問

先一女性総合センター
3880- 5222

母と 子の講座日 程

※ いずれも、 時間は午前10時～ 正午。

新しい仲間を募集します
□ 親子のあそびの会・ひまわり
手遊びやゲーム、工作など、親

子で楽しく遊びながら交流してい
ます。日時一毎月第3水曜日、
午前1〔l 埓30分～正午対象- 1歳
半から就園前までの子供と親 定
員- 20 組
□ ウ ォーキング クラブ・わくらぱ
月2 回、みんなと一緒に運動し

ています。一人では長続きしない
ことも、いつの間にか続けること

ができ ます。 対象一東和保健相
談所管内の方 定員- 20 人

□ 生活リハビ リ教室・白昴の会
月1 回、同じ仲間が集まって簡
単なリハビリ体操や、ゲームを行
っています。 対象一東和保健相
談所管内の方で、脳卒中後遺症、
パーキンソン痾、身体の不自由な
方、リハビリに関心のある方 定
員- 20 人

- いずれも一
費用一無料 申込- 4 月26日から
電 話予約 場・問先一東和保健相
談所 　3606 ―4171 子育てを応援します

子育て講演会
「子どもの成長と 親の役割」

日時- 5月12日( 水) 、午前1( X埓～
正午 講師一加納務氏( 全日本家
庭教育研究会) 定員- 40 人

子育て通信「ラッコ」づくり

子育ての体験や必要な情報を素
材にして、新聞づくりをしていま
す。日時- 5月21日( 金) 。午前
10時～正午

子育てサロン

若いお母さん同士の、自由なお
しゃべりのサロンです。日時-
5月19日( 水) 。午前1( l 埓～正午　　
- いずれもー

お子さんの保育を行います。希望
する方は、お問い合わせください。
費用一無料 申 込一当日直接会場
へ 場・問先一青年センター
3890- 0061

中央本町四丁目
児童遊園が休園します

改良工事のため、5 月上旬から12
月下旬まで休園します。ご 不便

をおかけし ますがご 協力をお願い
し ます。なお、工事完了後は装い
も新たに、公園として開園します。
問先一中央本町庁舎・公園課
3880―5261

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所干住本庁舎・1 階区民相談室
所 在 地 千 住1- 4- 18 　3882- 111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気曜にご利用ください( 無料・秘密厳守)

東京足立少年少女合唱団 第24回定期演奏会
日時- 5 月8 日( 土) 、午後6 時30
分開演 場所- イイノホール( 地

下鉄・霞 ヶ関下瞰) 費用=1, 0 〔X〕
円( 全席自由) 曲目一春を歌お

う、美しく 青きド ナウ、ぶらん
こ、グリーン・スリ ーブ スほ
か ※ 団員 募集 のお 知ら せ
は、「あだち広報」5 月5 日号
に掲載予定です 問先= 事務
局・薬師神
3852―3232( 夜間) 、千住本

庁舎・文化振興係
3882―1111㈹

●「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す I . S. T. 240, 000


